




の耐熱性（IEC60172による）を比較したグラフを図3に示す。

このようにTEX-Fの耐熱寿命（20000時間換算値）はF種

155℃以上あることが確認できた。



ことを検討した。無機フィラーについてはスルホン系Cとの相

溶性に優れ，添加による電気特性や可とう性の低下が小さい無

機フィラーを採用した。

この無機フィラーの添加による高周波V-t特性の変化を図4

に示す。このように無機フィラーの添加により高周波V-t特性

が大きく向上していることが確認できる。

この高周波V-t特性の現象については次のように推定できる。

・絶縁皮膜の耐熱性の高いスルホン系Cのほうが高周波V-t

の値が良い。

→これは高周波電圧がかかることで流れようとする電流が表

皮効果により導体表面に集中し，これにより電線の抵抗値が上

がり，線自体の温度が高温になるためと思われる。

・無機フィラーを添加することで高周波V-tが向上する。

→これは放電した電子が絶縁皮膜にアタックし，絶縁皮膜を

削っていくためと推定される。

5. 特性

TEX-Fと従来タイプのTEX-Eについての主な特性の比較を表
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